
とちぎ米産地だより 【4月号】 
＜24年産のとちぎ米に関する情報をいち早くお届けします！＞ 

１.   ２４年産米の課題克服に向けた２つの対策 

栃木県では現在育苗期を迎えています。 
 

 たっぷりと吸水させ、芽を出す準備が出来た種籾を育苗箱（苗を育て
るためのプランター）に播き、現在は右の写真のように、青々とした苗
が育っています。育苗中も病害虫の被害が出ないように丁寧に育てて
います。 
ＪＡグループ栃木のＪＡ米は、信頼の種子更新率１００％です！！ 

３． 県北地区なすひかり 
   ２年連続食味ランキング特Ａ取得！ 

 
 
 
 
 
 

第１号 平成２４年４月２５日 
発行責任者：ＪＡ全農とちぎ 米穀課 

放射性物質対策 1 

食味・品質維持向上対策 2 

２． とちぎ米生長日記 

放射性物質ゼロを目指し、以下の対策を徹底します！ 
○加里肥料の施用と、15cm以上の深耕で放射性物質の吸収を抑制します。 

○倒伏をなくし、適期刈り取りにより、稲に泥を付着させません。 

胴割粒、着色粒をなくし、食味・品質の向上を目指します！ 

○耕深の確保、土壌改良資材（ひとふりくんプレミア等）の施用により、根張りを良くし、元気な稲を育成します。 

○適正な施肥により、養分過多や不足をなくし、良質なお米を育成します。 

○出穂前後の草刈りと、適期防除によりカメムシの被害を防ぎ、着色粒の発生を抑制します。 

○早期落水防止と適期刈り取りにより、胴割粒発生を抑制します。 

○玄米水分14.5％を目標にした適正な乾燥により過乾燥・高水分米を防止します。 

○胴割粒・白未熟粒による２等以下の玄米出荷者には『イエローカード』を発行し、栽培改善を進めます。 

 日本穀物検定協会が実施する米の食味ランキングにおいて、平成２３年産・栃木県
産・県北地区なすひかりが、平成２２年産に引き続き、２年連続の最高評価『特Ａ』を取
得しました。  
 食味ランキングとは、毎年全国から集まる産地・品種について、２０人の専門家が白
飯の外観、香り、味、粘り、硬さ、総合評価の６項目を、同協会の基準米と比較して評
価し、ランキングに取りまとめ、発表しているものです。評価は特ＡからＢ´までの５段
階で、平成２３年産では１２９産地品種が評価され、特Ａを取得できたのはわずか26産
地品種です。 



とちぎコシヒカリの新キャラクター 
『ほのかちゃん』を紹介します！ 
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※ 問合せ先  ※ 

◆内容に関する、ご意見、ご質問、ご感想も、是非、お寄せください。 
ＪＡ全農とちぎ 米穀課 電話：０２８－６２６－２１７４ ＦＡＸ：０２８－６２１－２０３７ 
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